
 

 

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 住 居 手 当 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規

程 を こ こ に 公 布 す る 。  

平 成 24年 ２ 月 24日  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団    

企 業 長  竹 山  修 身    

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 管 理 規 程 第 ３ 号  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 住 居 手 当 に 関 す る 規 程 の 一 部 を  

改 正 す る 規 程  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 住 居 手 当 に 関 す る 規 程 （ 平 成 23年 大 阪 広 域

水 道 企 業 団 管 理 規 程 第 19号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に

下 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改 正後  改 正前  

 
（ 適用 職 員 ）   
第 ２ 条  大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 給 与

の 種類 及 び 基 準 に関 す る条 例（ 平 成 23年
大 阪 広 域 水 道 企 業 団 条 例 第 22号 。 以 下
「 条例 」と い う 。）第 ８条 第 １ 号 の 企業
長 が定 め る 職 員 は 、月 額 12,000円 を 超え
る 家賃 を 支 払 っ てい る 職員 と す る 。た だ
し 、職員 の 扶 養 親 族 た る者（ 条 例 第 ６ 条
に 規 定 す る 扶 養 親 族 で 大 阪 広 域 水 道 企
業 団職 員 の 扶 養 手当 に 関す る 規 程（ 平 成
23年 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 管 理 規 程 第 18
号 ）第２ 条 の 規 定 に よ る届 出 が さ れ てい
る 者に 限 る 。以 下 同 じ 。）が 所 有 す る 住
宅 及び 職 員 の 配 偶者（ 婚 姻の 届 出 を し て
い な い が 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情
に ある 者 を 含 む。以 下 同じ 。）、父 母 又
は 配偶 者 の 父 母 で 、職 員の 扶 養 親 族 たる
者 以外 の も の が 所有 し 、又 は 借 り 受 け 、
居 住 し て い る 住 宅 並 び に 企 業 長 が こ れ
ら に 準 ず る と 認 め る 住 宅 の 全 部 又 は 一
部 を 借 り 受 け て 当 該 住 宅 に 居 住 し て い
る 職員 を 除 く 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（ 適用 職 員 ）   
第 ２ 条  大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 給 与

の 種類 及 び 基 準 に関 す る条 例（ 平 成 23年
大 阪 広 域 水 道 企 業 団 条 例 第 22号 。 以 下
「 条例 」と い う 。）第 ８条 第 １ 号 の 企業
長 が定 め る 職 員 は 、月 額 12,000円 を 超え
る 家賃 を 支 払 っ てい る 職員 と す る 。た だ
し 、配偶 者（ 婚 姻 の 届 出を し て い な いが
事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ る 者
を 含む 。以 下同 じ 。）、父母 又 は 配 偶 者
の 父母 で 、職 員 の 扶 養 親族 た る 者（ 条 例
第 ６ 条 に 規 定 す る 扶 養 親 族 で 大 阪 広 域
水 道 企 業 団 職 員 の 扶 養 手 当 に 関 す る 規
程（ 平成 23年 大 阪 広 域 水道 企 業 団 管 理規
程 第 18号 ）第 ２ 条 の 規 定に よ る 届 出 がさ
れ てい る 者 に 限 る 。以 下同 じ 。）以 外 の
も のが 所 有 し 、又 は 借 り受 け 、居 住 し て
い る 住 宅 及 び 次 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 住 宅
並 び に 企 業 長 が こ れ ら に 準 ず る と 認 め
る 住 宅 の 全 部 又 は 一 部 を 借 り 受 け て 当
該 住宅 に 居 住 し てい る 職員 を 除 く 。  

 
 
（ 職員 の 所 有 に 係る 住 宅に 準 ず る 住 宅）  
第 ３ 条  条 例 第 ８ 条 第 ２ 号 の 企 業 長 が 定

め る住 宅 は 、次 の 各 号 に掲 げ る 住 宅 とす
る 。  
(1) 職 員 が 所 有 権 の 移 転 を 一 定 期 間 留

保 する 契 約 に よ り購 入 した 住 宅  
(2) 職 員 の 扶 養 親 族 た る 者 が 所 有 す る

住 宅 又 は そ の 者 が 前 号 に 規 定 す る 契
約 によ り 購 入 し た住 宅  

(3) そ の 他企 業 長 が 定 める 住 宅  
 

（ 職員 以 外 の 住 宅の 新 築者 等 ）  
第 ４ 条  条 例 第 ８ 条 第 ２ 号 の 企 業 長 が 定

め る者 は 、次 の 各 号 に 掲げ る 住 宅 の 区分



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ 配 偶 者 が 居 住 す る た め の 住 宅 か ら 除 く
住 宅）  
第 ３ 条  条 例 第 ８ 条 第 ２ 号 の 企 業 長 が 定

め る住 宅 は 、第 ２ 条 た だし 書 に 規 定 する
住 宅と す る 。  

 
（ 権衡 職 員 の 範 囲）  
第 ４ 条  条 例 第 ８ 条 第 ２ 号 の 企 業 長 が 定

め る職 員 は 、次 の 各 号 に掲 げ る 職 員 とす
る 。  
(1) 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 単 身 赴

任 手当 に 関 す る 規程（平 成 23年 大 阪広
域 水道 企 業 団 管 理規 程 第 21号 ）第 ５条
第 ３項 に 該 当 す る職 員（以 下「 単 身赴
任 手当 権 衡 職 員 」と い う 。）で 、同 項
第 ２ 号 に 規 定 す る 18歳 に 達 す る 日 以
後 の 最 初 の ３ 月 31日 ま で の 間 に あ る
子 が居 住 す る た めの 住 宅と し て 、同号
に 規定 す る 異 動 又は 公 署の 移 転（ 職員
以 外の 地 方 公 務 員、国 家公 務 員 又 は 同
条 第 １ 項 に 規 定 す る 者 か ら 引 き 続 き
給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な っ た
者 にあ っ て は 、当該 適 用）の 直 前 の 住
居 であ っ た 住 宅（ 前 条 に規 定 す る 住 宅
を 除く 。）又 はこ れ に 準ず る も の と し
て 企業 長 の 定 め る住 宅 を借 り 受 け 、月
額 12,000円 を 超 え る 家 賃 を 支 払 っ て
い るも の  

(2) （ 略 ）  
 

（ 届出 ）  
第 ５ 条  新 た に 条 例 第 ８ 条 の 職 員 た る 要

件 を具 備 す る に 至っ た 職員 は 、当 該 要 件
を 具 備 し て い る こ と を 証 明 す る 書 類 を
添 付し て 、企 業 長 が 定 める と こ ろ に より
速 や か に 企 業 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら
な い 。住 居 手 当 を 受 け てい る 職 員 の 居住
す る住 宅 、家 賃 の 額 等 に変 更 が あ っ た場

に 応じ 、 当 該 各 号に 掲 げる 者 と す る 。  
(1) 前 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 住 宅  当 該 扶

養 親族 た る 者  
(2) 前 条 第 ３ 号 に 掲 げ る 住 宅 の う ち 企

業 長 が 定 め る 住 宅  企 業 長 が 定 め る
者  

 
（ 世帯 主 ）  
第 ５条  条 例 第 ８条 第 ２号 の「 世 帯 主」と

は 、主と し て そ の 収 入 によ っ て 世 帯 の生
計 を支 え て い る 職員 を いう 。こ の 場 合 に
お いて 、職 員 又 は そ の 扶養 親 族 た る 者と
職 員 の 配 偶 者 又 は １ 親 等 の 血 族 若 し く
は 姻族 で あ る 者（ 以 下「 配偶 者 等 」と い
う 。）と が 共 有 し て い る住 宅（ 企 業 長 が
こ れに 準 ず る と 認め る 住宅 を 含 む 。）に
当 該 職 員 と 当 該 配 偶 者 等 が 同 居 し て い
る とき は 、こ れ ら の 同 居し て い る 者 全員
で １の 世 帯 を 構 成し て いる も の と す る 。 

 
（ 配 偶 者 が 居 住 す る た め の 住 宅 か ら 除 く
住 宅）  
第 ６ 条  条 例 第 ８ 条 第 ３ 号 の 企 業 長 が 定

め る住 宅 は 、第 ２ 条 た だし 書 に 規 定 する
住 宅と す る 。  

 
（ 権衡 職 員 の 範 囲）  
第 ７ 条  条 例 第 ８ 条 第 ３ 号 の 企 業 長 が 定

め る職 員 は 、次 の 各 号 に掲 げ る 職 員 とす
る 。  
(1) 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 単 身 赴

任 手当 に 関 す る 規程（平 成 23年 大 阪広
域 水道 企 業 団 管 理規 程 第 21号 ）第 ５条
第 ３項 に 該 当 す る職 員（以 下「 単 身赴
任 手当 権 衡 職 員 」と い う 。）で 、同 項
第 ２ 号 に 規 定 す る 18歳 に 達 す る 日 以
後 の 最 初 の ３ 月 31日 ま で の 間 に あ る
子 が居 住 す る た めの 住 宅と し て 、同号
に 規定 す る 異 動 又は 公 署の 移 転（ 職員
以 外の 地 方 公 務 員、国 家公 務 員 又 は 同
条 第 １ 項 に 規 定 す る 者 か ら 引 き 続 き
給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な っ た
者 にあ っ て は 、当該 適 用。次 条 に お い
て 同じ 。）の 直前 の 住 居で あ っ た 住 宅
（ 前条 に 規 定 す る住 宅 を除 く 。）又は
こ れ に 準 ず る も の と し て 企 業 長 の 定
め る住 宅 を 借 り 受け 、月 額 12,000円を
超 える 家 賃 を 支 払っ て いる も の  

(2) （ 略 ）  
 
（ 届出 ）  
第 ８ 条  新 た に 条 例 第 ８ 条 の 職 員 た る 要

件 を具 備 す る に 至っ た 職員 は 、当 該 要 件
を 具 備 し て い る こ と を 証 明 す る 書 類 を
添 付し て 、企 業 長 が 定 める と こ ろ に より
速 や か に 企 業 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら
な い 。住 居 手 当 を 受 け てい る 職 員 の 居住
す る住 宅 、家 賃 の 額 及 び住 宅 の 所 有 関係



 

 

附  則  

こ の 規 程 は 、 平 成 24年 ３ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

合 につ い て も 、 同様 と する 。  
 
２  （ 略 ）  
 
（ 確認 及 び 決 定 ）  
第 ６条  （ 略 ）  
 
（ 家賃 の 算 定 基 準）  
第 ７ 条  第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出

に 係 る 職 員 が 家 賃 と 食 費 等 を 併 せ 支 払
っ てい る 場 合 に おい て 、家賃 の 額 が 明 確
で ない と き は 、企 業 長 は 、企 業 長 の 定 め
る 基準 に 従 い 、家 賃 の 額に 相 当 す る 額を
算 定す る も の と する 。  

 
（ 支給 の 始 期 及 び終 期 ）  
第 ８条  住 居 手 当の 支 給は 、職 員 が 新た に

条 例 第 ８ 条 の 職 員 た る 要 件 を 具 備 す る
に 至っ た 日 の 属 する 月 の翌 月（ そ の 日 が
月 の１ 日 で あ る とき は 、その 日 の 属 す る
月 ）から 開 始 し 、職 員 が同 条 に 規 定 する
要 件を 欠 く に 至 った 日 の属 す る 月（ そ の
日 が月 の １ 日 で ある と きは 、そ の 日 の 属
す る月 の 前 月 ）を もっ て 終わ る 。た だ し 、
住 居手 当 の 支 給 の開 始 につ い て は 、第 ５
条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 が こ れ に 係
る 事 実 の 生 じ た 日 か ら 15日 を 経 過 し た
後 にさ れ た と き は 、そ の届 出 を 受 理 した
日 の属 す る 月 の 翌月（ そ の日 が 月 の １ 日
で ある と き は 、そ の 日 の属 す る 月 ）か ら
行 うも の と す る 。  

２  （ 略 ）  
 
（ 事後 の 確 認 ) 
第 ９条  （ 略 ）  
 

等 に変 更 が あ っ た場 合 につ い て も 、同 様
と する 。  

２  （ 略 ）  
 
（ 確認 及 び 決 定 ）  
第 ９条  （ 略 ）  
 
（ 家賃 の 算 定 基 準）  
第 10条  第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出

に 係 る 職 員 が 家 賃 と 食 費 等 を 併 せ 支 払
っ てい る 場 合 に おい て 、家賃 の 額 が 明 確
で ない と き は 、企 業 長 は 、企 業 長 の 定 め
る 基準 に 従 い 、家 賃 の 額に 相 当 す る 額を
算 定す る も の と する 。  

 
（ 支給 の 始 期 及 び終 期 ）  
第 11条  住 居 手 当の 支 給は 、職 員 が 新た に

条 例 第 ８ 条 の 職 員 た る 要 件 を 具 備 す る
に 至っ た 日 の 属 する 月 の翌 月（ そ の 日 が
月 の１ 日 で あ る とき は 、その 日 の 属 す る
月 ）から 開 始 し 、職 員 が同 条 に 規 定 する
要 件を 欠 く に 至 った 日 の属 す る 月（ そ の
日 が月 の １ 日 で ある と きは 、そ の 日 の 属
す る月 の 前 月 ）を もっ て 終わ る 。た だ し 、
住 居手 当 の 支 給 の開 始 につ い て は 、第 ８
条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 が こ れ に 係
る 事 実 の 生 じ た 日 か ら 15日 を 経 過 し た
後 にさ れ た と き は 、そ の届 出 を 受 理 した
日 の属 す る 月 の 翌月（ そ の日 が 月 の １ 日
で ある と き は 、そ の 日 の属 す る 月 ）か ら
行 うも の と す る 。  

２  （ 略 ）  
 
（ 事後 の 確 認 ) 
第 12条  （ 略 ）  
 


